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て
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他
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捻
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塚
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郎
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縦
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て
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九
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■言

竹
山
氏
の
所
謂
月
箸
型
の
V

i
c

a
ry
a

を
産
す
る
越
中
八
尾
附
淀
の
中
新
統
'
刺
常
豊
富
に
介
化
石
を
珊
漉
し
富

山
市
南
問
地
域
に
凝
蓮
す
る
鮮
新
棟
.
腕
足
頻
'
大
朝
梅
紬
強
'
海
臆
粗
放
び
少
数
の
歌
慣
動
物

(
童
と
し
て
帆
立IL

介
利
)
の
化
石
を

有
す
る
能
登
七
尾
附
淀
の
鮮
新
続
､
盟
宮
な
る
介
化
石
を
含
み
金
棒
市
北
東
方
望
月
氏
の
所
謂
砺

十㌧I十
.す

波

出

丘
陵
に
膳
-
分
布
す
る
鮮
新
枕
並
び
に
中
新
続
等
の
相
互
の
暦
序
槻
係
を
明
か
ほ
し
､
且
又
'
我
が
図
の
鮮
新

枕
の
標
準
と
謂
め
ら
れ

て屠
る
遠
州
東
部
の
掛
川
続
と
の
対
比
を
試
む
べ
-
研
究
む
始
め
て
以
米
紙
は
一
年
有
牢
｡

今

其
の
筋

一
段
の
階
程
た
る
金
棒
帝
近
傍
及
び
石
動
附
妃
の
地
質
調
査
並
び
に
同
地
方
よ
が
産
出
せ
る
介
化
石
の
同

定
を
終

へ
た
の
で
此
虞
に
報
脅
し
江
湖
の
御
批
判
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
｡

愈
韓
締
並
び
に
総
山
嚇
石
動
町
附
妃
の
解
三
和
暦

芯
r:.

二
.IL.
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四

西
本
研
究
は
際
し
て
懇
切
在
る
御
教
示
と
御
指
導
と
を
賜
っ
た
中
村
先
生
並
び
は
横
山
先
生
に
溝
臆
の
敬
意
と
謝

意
と
を
表
す
る
と
共
に
叉
介
孤
の
同
定
其
の
他
に
潜
っ
て
非
常
在
る
御
援
助
を
惜
ま
れ
無
か
っ
た
黒
田
北
壁
及
び
竹

山
氏

へ
捉
謝
す
る
｡三

､
暦

序

概

略

的

4
fiT
CC1.7

本
地
域
の
地
形
に
闘

し
て
は
辻
村
太
郎
氏
及
び
望
月
勝
梅
氏
の
御
研
究
が
あ
る
の
で
本
報
菅
は
於
LiJ
は
省
略
す
る

弟
に
し
て
直
ち
に
膚
序
に
移
る
｡

本
地
域
の
第
三
紀
層
が
醤
玉
山
の
｢
石
基
粗
面
岩
｣
並
び
に
畢
連
山
の
｢花
蘭
岩
｣
及
び
花
福
片
麻
岩
を

其
の
基
盤
と

し
て
屠
る
事
は

一
般
に
離
め
ら
れ
て
居
る
軍
資
で
あ
る
｡
此
の
第
三
紀
層
の
敢
下

部
を
代
表
す
る
も
の
は
金
将
市
の

′ゾ
キ

南
東
犀
川
村
に
於
で
は
主
と
し
て
凝
悉

石
で
洩
ら
泥
岩
及
び
中
粒
砂
岩
の
薄
層
を
稀
は
仲
ふ
も
の
で
あ
る
｡
覗

け

於

て
は
其
の
砂
岩
1-･コ
に
多
-
の

O
p
erC
utina
venosa
(
F
,
et
声

)
及
び

A
strictypeus
sp,
を
含
む
｡

此
の

ニシイ

チ′セ

O
p
er

cutina帯
の
延
長
は
文
革
の
北
東

方

蘭

市

瀬

に
も
露
出
し
､
砂
岩
中
は
多
-
の

Op
e
rcu
tin

a
を
産
す
る
と
共

に
又
鼎
骨

の介
化
石
を
も
産
地
す
る
O
其
の
介
化
石
1.11
に
は

P
rotoTOtetta
頻
似
の
も
の
が
磯
風
ruれ
た
が
未
だ
種

名
を
決
定
す
る
に
は
至
ら
な

い
｡

富
山
豚
石
段
村
法
林
寺
酉
方
に
於
で
も
亦
酉
滞
湘
叉
は
覗
附
近
ほ
於
け
る
と
略
同
質
の
凝
衣
岩
の
露
出
が
見
ら
れ

る
｡
凝
次
岩
中
に
は
砂
岩
も
挟
進
す
る
が
其
の
中
に
は
少
数
の
介
化
石
の
破
片
を
含

ひ
の
み
ほ
て

O
p
e1･Cu
li
na
及

び

A
str
ic
l
y
p
e
u

S

は
凝
血
出
水
襟
か
っ
た
｡

所謂

O
p
e
T

Cutin
a

昔
よ
少
は
上
位
に
潜
る
も
の
と
考
へ
る
｡
之
等



の
竹城
次
岩
の
止
ほ
は
､
朝
館
粗
糖
の
砂
川石
層
が
敬
連
す
る
O

棲
々
粗
仙即
と
衣
-
小
磯
]>･t交
へ
る
0

化
石
は
身
-
磯
風

し
瑚
な
か
っ
た
｡
此
の
砂
岩
の
上
に
は
凝
衣
質
の
泥
岩
が
あ
る
O
下
部
の
砂
岩
厨
と
同
じ
-
化
石
は
含
ま
れ
て
居
な

い
｡
此
の
泥
岩

へ
の
移
り
鼻
-
は

フ
ィ
ー
ル
ド

に
於
で
は
充
分
の
観
察
が
出
凍
な
か
っ
た
が
其
の
走
向
並
び
状
傾

料

mノ

等
よ
-
考

へ
る
と
横
山
敢
接
の
所
謂
移
化
圏
な
る
名
網
で
呼
ぶ
の
が
通
皆
ら
し
-
E
:S
は
れ
る
C
此
の
泥
岩
の
中
は
ip

亦
介
化
石
の
存
在
は
殆
尤
ど
説
め
ら
れ
無
か
つ
ね
｡
然
し
其
の
上
に
凍
る
細
粒
砂
岩
よ
カ
は
非
常
に
豊
富
に
介
化
石

･-小
･-カ
F'ガ

r]ノ
々
ニ

ク
ラ

ハラ

を
産
出
す
る
｡
商

蟹

谷

村

湯

谷

及

び

減

ケ

原

は

其
の
代
表
的
の
産
地
で
あ
る
.
此
の
介
化
石
圏
よ
わ
上
部
は
至
る
ほ

従
S
粒
が
次
弟
に
粗
と
な
-
小
磯
宣
父
へ
る
ほ
室
-
蓬
に
は
磯
と
成
る
｡

ド
十
マ

湯
谷
及
び
土
山
の
略
中
間
に
於
け
る
通
路
の
切
制
に
沿
S

では
粗
粒
砂
岩
の
直
上
に
其
の
磯
暦
が
見
ら
れ
る
O
此

の
磯
暦
と
砂
岩
と
の
間
は
殆
ル
ビ
平
坦
で
あ
-
不
盤
合
面
は
静
め
ら
れ
夜
か
っ
た
.

カ
ハイ
t.I,

布
農
村
川
合
閏
及
.び
桑
川
附
近
ほ
於
で
は
粗
粒
砂
岩
の
上
部
は
安
山
岩
貿
勃
襖
凝
灰
岩
と
粗
粒
砂
岩
の
互
暦
が
凍

る
｡
此
の
安
山
岩
製
動
機
凝
衣
岩
よ
-
僅
か
下
種
に
は
非
常
に
豊
富
在
る
介
化
石
を
含

む
粗
粒
砂
岩
が
あ
る
｡
高
窪

社
水
の
賂
車
間
に
枚
す
る
随
道
､
通
種
,
.
マ

ン
ボ

I
L
の
西
側
出
口
よ
少

僅
か
出
し
た

朋
に放
て
最
も
好
-
鋸
出
し
て

居
る
｡
桑
山
の
束
に
於
で
も
略
同
封
の
砂
岩
は
諦
め
得
だ
が
介
化
石
は
豊
富
に
は
礁
見
出
衆
意
か
つ
ね
O
此
の
含
介

化
石
砂
岩
の
上
に
は
申
粒
の
砂
岩
が
あ
る
｡
然

し
化
石
は
健
児
し
帯
在
か
つ
ね
｡
此
の
砂
岩
の
上
に
は
土
山
砂
子
山

附
近
ほ
於
で
韻
め
た
と
同
様
な
灘
層
が
凍
る
｡

此
の
両
横
層
が
同

一
層
位
の
も
の
で
あ
る
事
は
そ
れ
を
追
跡
す
る
革

は
依
っ
て
確
め
ら
れ
た
｡

以
上
は
即
ち
本
地
域
に
分
布
せ
る
雛
三
配
属
の
下
部
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
め
-
其
の
圏
序
を
充
分
に
観
察
し

余
搾
村
瀬
び
に
･::川
山
脈

茄
鋤
町
附
妃
の
約
三
紀
博

志七

二
<
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十

九

符

節
三
兆

･･･ナ
･･･
カ

ン
ゲ

得
る

南

蟹

谷

村

附
近
h
l模
式
地
と
し

て筆
者
は
商
蟹
谷
紋
と
命
名
す
る
｡

nり

芯

(

上
部
の
系
統
は
望
月
氏
の
大
桑
静
と
呼
称
ruれ
る
所
の
豊
富
を
介
化
石
た
含
む
地
層
及
び
横
川
数
接
の
江
日
せ
ら

れ
た
揮
石
碑
の
属
す
る
東
棟
で
撞
川
教
授
に
従
っ
て
大
桑
続
と
呼
び
度

い
｡
大
桑
続
の
最
下
部
即
ち
前
述
の
磯
静
の

上
部
ほ
は
此
敏
的
薄

い
粗
粒
赫
岩
が
あ
る
が
,J
れ
は
裾
ち
ほ
砂
貿
泥
岩
は
移
化
す
る
｡
然
し
て
比
の
泥
岩
は
､
輝
石

を

甚
だ
豊
富
は
含
み
野
外
に
於
で
は
他
の
岩
石
と
容
易
に
匿
刺
し
得
る
用
の
軽
石
昔
迄
は
略
均
肇
で
あ
-
化
石
を
殆

A
ど
有
し
な

い
却
h
t特
長

と
す
る
｡
そ
の
上
に
釆
る
軽
石
樹
は
三
つ
の
軽
石
昔
)<t
t含
ひ
｡
著
し
い
の
は
下
部
の
第

一

第
二
の
も
の
で
最
上
部
の
第
三
の
も
の
は
屡
々
不
明
瞭
と
な
る
｡
此
の
蛭
石
昔
の
上
位
に
饗
る
も
の
は
中
粒
の
砂
岩

で
介
他
市
を
豊
富
に
含

む
｡
其
の
化
石
産
地
と
し
て
は
此
の
砂
岩
轡
の
露
出
す
る
所
よ
-
は
殆
ル
ビ
化
石
を
産
出
す

る
故
は
特
は
列
堪
す
る
轟
は
要
は
な

い
が
筆
者
の
採
集
し
た
産
地
の
中
で
容
易
に
且
叉
､
か
在
-
多
-
の
横
磯
を
採

基
し
帝
ね
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
｡

1

､
石

川
牌
河
北

祁
小
坂
村
長
揮

ウ糾
､

り日
､

4
､

-b
､

6

､
7-
､

0
0
､

∩

_
′
1

同
村
夕
日
球

カ
ク
マ

蛸

川

村

角

RH

三

谷
村

砧

坂

フ
ク
マ
々

韓
川
村

二
俣

イ
チ
′
七

三
谷
村

揃

潮

は
村

竹
又

ハ
ッ
カ
ウ
イ
,i

付
目
川
櫛
.州
偶
故
郷
北
部
谷
村
八

珊

川

ア
;u
>
タ
リ

ム脚
谷
仰
安

▲照

寺



仰

此
の
含
介
化
石
車
粒
砂
岩
智
は
上
位
は
な
る
は
後
払
鵜
粒
と
な
る
邦
は
横
両
教
授
の
既
は
北
蟹
谷
村
地
域
に
於

い

て
雛
め
ら
れ
た
通
を
で
あ
る
が
本
地
域
の
商
圏
方
､
金
棒
よ
旦

7俣
街
道
を
東
進
す
る
革
約
三
粁
即
ち
新

一
の
僻
の

切
刻
は
放
て
は
中
粒
砂
岩
の
上
は
磯
が
不
整
合
は
在
る
事
が
観
察
諮
れ
る
｡
比
の
激
の
上
は
砂
磯
砂
岩
及
び
泥
岩
の

亙
樹
で
あ
る
0

石
動
町
北
方
附
川
叢
稜
は
寓
で
は
含
介
化
石
や
粒
砂
岩
瀞
の
上

総
同じ
-
紫
富
は
介
化
石
敬
親
し
甚
だ
石
森
分
は

富
む
黄
褐
色
の
特
殊
の
凝
粒
砂
岩
が
解
る
0

徹
し
て
上
位
は
な
る
に
後
払
そ
の
粒
が
粗
と
な
る
革
は
北
蟹
谷
地
方
と

同
様
で
あ
る
C3

政
も
新
し
き
時
代
の
沈
秩
物
は
薫
と
し
て
勝
機
で
南
西
部
は
於

では
春
日
山
附
近
'
北
東
部
に
放
て
は
東
蟹
谷
丘

陵
地
方
は
鱗
が
っ
て
屠
る
O

次
は
厨
序
の
知
蘭
を
述
べ
る
が
基
の
前
に
本
地
域
の
第
三
紀
瀞
の
筆
者
の
閲
分
を
記
し

て帯
-
C2

A
､
金
華
皿
に
福
光
近
傍

'-i
JI
カ
ン

ダ

叩
､
嵐

撃

谷

統

1
'
布
豊
野
ハ三
軍

五
十
米
以上
j

2
､
湯
ノ
谷
樹
(
宵
十
五
兼
)

3
､
叔
ケ
原
禦

百
十
米
)

サン

E･

〓
'
大

桑

統

4
.
法
林
寺
静

5
､竹
ノ

植樹
(
三

百
米
)

6
､
軽
石
厨
(
四
､
立
米
…
八
十
米
)

7
､
大
桑
圏
(
宵
六

十
五
米

-三
宮

米
)

8
､
卯
炭
山
樹
(
七
十
玄
米
)

銀

将
滞
並
び
に
緒
川
聯
石
謝
町
附
近
の
輩
三
紀
伊



地

球

節
十
九
容

節
三
雛

1(0

i
八

三
'
洪

積

統

9
.
春
日
山
暦
(
甘
氷
)

四
､
坤

積

統

10
'
河
成
段
丘

EQ
､
石

動

近

傍

ゴ

4

-.
で

三

五

位

山

統

I
t
五
位
山
暦

2
下
車
健

二
､
大

桑

統

3
.
竹
ノ
橋
圏

4
､
砂
山
静

5
､
軽
石
暦
(
八
十
米
)

6
､
大
桑
暦
(
三
宵
二
十
米
)

7
､
田
川
暦

8
､
卯
炭
山
暦

9
'
石
堤
厨

三
'
洪

積

統

10
'
春
日
山
屠
(
六
十
米
-
七
十
米
)

四
､
沖

積

統

11
㌧
河
成
段
丘

閏
p
暦

序

細

説

A
､
金
港
並
び
に
碩
光
近
傍



で
あ
っ
LJ
が
韓
ほ
も
軍
楽
寺
郵
政
川西
鞘
の
通
常
北
側
の
崖
及
び
安
楽
寺
小
撃
枚
間
の
段
に
放
け
る
野
露
出
は
依
っ
て

此
の
砂
圏
が
竹
ノ
橋
圏
の
上
棟
に
然
も
盤
倉
関
係
は
あ
る
事
が
寵
め
ら
れ
た
｡

東
側
の
断
層
は
沿
ふ
砂
原
の
傾
斜
は
約
五
十
度
来
､
酉
側
断
層
に
滑
弘
で
は
約
八
十
度
束
で
あ
る
｡

5
､
軽
石
厨

子
撫
柑
附
川
迄
は
非
常
に
明
瞭
に
追
跡
す
る
事
が
出
水
た
が
田
川
以
北
に
於
で
は
艶
分
不
別
瞭
と

な
る
｡

然

し
其
の
存
在
だ
け
は
充
分
説
め
握
ら
れ
た
｡

メ頭

川
以
北
に
於
tJ
は
此
の
蛭
石
暦
は
.g
:び
明
瞭
と
在
る
｡
著
し
き
も
の
は
南
方
地
域
と
同
じ
-
第

一
及
び
第
二
の

梅
石
碑
で
雛
三
の
も
の
は
傘
-
不
明
で
あ
る
｡
法
楽
寺
､
穣

ノ
谷
両
部
罫
の
園
固
執
に
露
出
す
る
窮
二
の
蛭
石
碑
の
低

下
の
細
粒
砂
岩
車
に
は
相
静
の
介
化
石
を
棚
減
し
其
の
保
存
は
か
を
力
良
好
で
あ
る
｡
此
の
兼
の
延
長
は
又
田
川
'

下
川
部
落
の
北
方
的
二
百
米
の
朋
に
も
露
糾
し
て
居
る
.

6
㌧
大
桑
層

主
と
し

て細
粒
又
は
申
粒
の
砂
岩
よ
少
成

-
化
石
を
豊
富
に
産
す
る
事
は
金
-
南
方
と
同
僚
で
あ

る
｡
政
も
好

い
露
出
の
あ
る
の
は
石
動
よ
-
安
楽
寺
に
禿
る
'
第
二
の
鎖
道
と
の
交
叉
瓢
以
西
の
道
の
北
側
で
此
盛

に
は
鼎
常
風
化
し
た
蓑
褐
色
の
中
粒
砂
岩
中
に
誓

約
に
介
化
石
が
減
さ
れ
其
の
保
有
は
至
極
良
好
で
あ
る
.
双
頭
川

′｢ハノ

鶴
来
の
機
か
兼
方
の
遇
の
北
側
に
も
化
石
を
産
す
る
が
其
の
保
存
は
飴
-
良
好
で
は
無

い
｡
岩
野
南
関
の
膏
夜
色
の

如
粒
砂
岩
か
ら
も
亦
介
化
石
が
科
ら
れ
る
が
安
楽
寺
に
此
し
て
個
鰭
の
数
も
積
の
数
も
非
常
に
少

い
｡
併
し
保
存
は

班
州
の
も
の
ま
わ
蔑
分
良
新
で
あ
る
｡

大
桑
暦
の
走
向
は
石
動
西
方
は
於

では
北
約
1#
十
五
庇
東
で
あ
る
が
そ
れ
よ
-
兼
方
は
至
る
ほ
従
以
来
西
は
近
づ

カ
▲-モク
女

-
｡
m
州
に
於
で
は
北
約
八
十
度
粟
で
あ
る
｡
傾
斜
は

一
般
に
的
五
十
度
商
.
西
五
枚
村
上

向

附

以
東
に
於
で
再
び

銀
畔
恥
北
び
に
･:;_｡川
螺
石
珊
町
附
虹
の
節
三
如
相

姦

!

三
i



地

球

節

十

九
谷

節
三雑

誌四

二三

見
ら
れ
る

大
桑
圏
の
走
向
は
略
山
麓
線
に
平
行
で
傾
斜
は
束
に
進
む
に
従
以
徐
々
に
輝
か
に
な
る
｡
石
堤
に
於
で
は

二
十
五
度
束
､
頭
川
で
は
十
度
束
で
あ
る
｡

7
､
荊

川
暦

刑
川
附
既
に
は
大
桑
暦
の
直
上
仲
に
大
桑
圏
と
は
金
-
異
っ
霊

石
質
の
含
介
化
石
暦
が
畿
建
し
て

居
る
｡
大
桑
暦
と
は
完
金
に
整
合
で
然
も
両
者
の
岩
男
の
利
親
は
漸
移
し
た
も
の
で
は
な
-
急
壁
で
あ
る
新
が
注
目

に
値
す
る
｡

阿
川
厨
は
大
桑
暦
と
同
じ
-
略
砂
岩
の
み
ょ
-
成
る
｡
黄
褐
色
で
甚
だ
布
衣
分
に
冨
む
を
以
て
布
衣
の
原
料
と
し

て
利
用
ru見て
て
屠
る
僻
で
あ
る
｡
従
っ
て
埋
減

rJれ
て
屠
る
介
化
石
の
保
存
は
非
常
に
良
好
で
殆
A
ど
現
任
の
も
の

と
大
差
無
-
或
る
79
の
は
其
の
原
色
の
名
残
-
を
留
め
て
屠
る
｡
秒
の
粒
は
珊
昏
粗
な
る
も
大
桑
暦
の
上
部
の
も
の

と
大
差
は
無

い
｡
上
層
に
至
る
ほ
従
以
租
粒
に
成
る
事
は
大
桑
暦
と
類
似
し
て
居
る
｡

此
の
特
異
な
砂
よ
り
成
る
田
川
暦
は
色
々
な
鮎
よ
-
商
方
の
大
桑
暦
上
部
と
令
-
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
考

へ

ら
れ
る
｡
即
ち
山
川
暦
が
聴
逢
せ
る
地
域
の
大
桑
暦
の
厚
ruは
田
川
暦
が
聴
建
せ
ざ
る
地
域
の
大
桑
暦
に
比
し
て
非

常
に
薄
-
関
川
暦
の
厚
さ
を
加

へ
で
略
そ
れ
に
匹
敵
す
る
｡
叉
田
川
暦
は
上
位
に
進
む
ほ
従
以
粗
糖
と
成
み
蓬
に
は

磯
を
含

む
ほ
至

ら
且
叉
拙
減

ru机
で
居
る
介
化
石
は
大
桑
暦
上
部
の
7g
の
と
殆
A
ど
同
様
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

8
､
卯
辰
山
暦

殖
産
村
石
坂
相
方
嘗
北
陸
道
に
沿
以
て
充
分
観
察
さ
れ
る
が
大
桑
暦
の
砂
の
上
に
磯
と
砂
又
は

泥
と
の
亙
暦
が
あ
る
｡
放
下
の
磯
暦
は
約

一
米
の
厚
さ
&
.有
し
下
の
砂
と
の
境
は
殆
ん
ど
平
坦
で
あ
-
二
俣
街
道
は

潜
ふ
切
制
に
於
け
る
が
如
き
明
か
な
る
不
盤
各
面
は
存
在
し
な

い
｡
然

し
南
方
の
大
桑
暦
と
卯
辰
山
暦
と
の
閥
係
よ

-
平
行
不
整
倉
と
も
考

へ
得
ら
る
が
次
に
述
べ
る
所
の
卯
庶
出
暦
と
同
時
代
と
考

へ
る
石
堤
腎
と
田
川
闇
と
は
蚤
-



整
各

軸
係
は
あ
る
故
は
大
桑
圏
と
卯
炭
山
厨
の
間
の
不
盤
各
面
は
不
運
槙
な
-
と
考

へ
る
の
が
至
皆
と
瓜
ふ
｡

石
動
近
傍
は
放
て
は
走
向
傾
斜
は
金
-
大
桑
圏
と

7
敦
す
る
｡
化
石
は
粂
-
聴
見
出
兼
な
か
っ
た
｡

9
.
石
堤
暦

卯
辰
山
暦
と
同
時
代
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
で
灘
｡砂
磯
｡暦
よ
-
成
る
｡

田川
暦
と
同
様
に
田
川
以

北
に
見
ら
れ
る
も
の
で
石
衣
分
に
宮
人
で
は
居
る
が
相
川
暦
轟
著
し
-
な

い
｡

介
化
石
は
祁
常
は
産
山
す
る
｡
主
と
し
て
帆
立
介
科
の
も
の
で
腕
足
強
も
豊
富
で
あ
る
｡

.,.ン
バ

T･じ

i

西
五
位
村
上
向

旺1'
鳥
倉
'
赤
丸
村
馬

場

､
衆

ノ

谷

'
石
堤
村
石
堤
其
の
他
至
る
所
に
好
露
出
が
あ
る
〇

三
'
洪

積

統

10
､
春
日
山
暦

旭
蕉
村
石
瀞
東
方
､
松
永
相
方
及
び
北
壁
谷
村
蛤
尾
西
万
に
磯
砂
及
び
粘
土
等
よ
み
成
る
暦
が

小
低
域
に
見
ら
れ
る
｡
恐
ら
-
金
浬
附
近
の
春
日
出
層
に
相
常
す
る
7P
の
で
あ
ら
う

｡

粘
土
は
瓦
工
業
は
利
用

rJれ

て
屠
る
｡

四
､
坤

積

統

巾.ワ
/

11
､
河
成
段
丘

著
し

い
段
丘
は
此
の
地
方
に
は
飴
･el革
b
れ
在

い
.
酉
正
使
村
上
野
及
び
田
川
の
間
'
約
四
十

米
の
高
庇
を
有
す
る
平
均
面
が
最
も
雄
な
る
も
の
で
其
の
平
坦
両
の
延
長
は
又
馬
場
'
石
堤
に
於
で
も
僅
か
を
が
ら

隼

b
れ
る
｡
磯
暦
は
上
野
に
於
で
は
相
常
の
厚
rJを
有
す
る
｡
他
の
場
所
で
は
只
其
の
名
残
与
を
絡
め
得
た
ほ
過
ぎ

な

い
｡
此
の
平
均
面
は
金
喋
浅
野
川
及
び
犀
川
流
域
の
B
面
に
略
鼎
骨
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
此
の
外
小
夜
る

も
の
が
数
段
あ
る
が
之
は
極
-
最
近
の
巷
威
ほ
か
･J
る
も
の
で
あ
る
｡

(
未
完
)

愈

搾
市
銀
び
に
･::=山
収
石
効
町
附
虹

の
紡

三
和
府

完
.現

三

三


